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CASA新聞
国
土
交
通
省
は
６
月
13
日
、

２
０
２
４
年
度
第
４
四
半
期
受

注
分
お
よ
び
通
期
の
「
建
築
物

リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

調
査
報
告
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
24
年
度
第

４
四
半
期
の
受
注
高
は
３
兆
３

４
２
４
億
円
で
、
前
年
同
期
比

７
・
３
％
増
加
。
内
訳
は
、
住

宅
の
受
注
高
が
９
１
７
４
億
円

（
前
年
同
期
比
14
・
０
％
減
）
、

非
住
宅
が
２
兆
４
２
４
９
億
円

（
同
18
・
４
％
増
）
と
な
っ
て

い
る
。
通
期
の
受
注
高
は
13
兆

８
３
０
３
億
円
（
前
年
比
４
・

２
％
増
）
で
、
こ
の
う
ち
住
宅

は
４
兆
１
３
１
８
億
円
（
同
３

・
３
％
減
）
、
非
住
宅
は
９
兆

６
９
８
４
億
円
（
同
７
・
７
％

増
）
だ
っ
た
。

住
宅
に
お
け
る
第
４
四
半
期

の
工
事
種
類
別
の
受
注
高
は
、

住
宅
で
は
「
増
築
工
事
」
１
２

７
億
円
（
前
年
同
期
比
12
・
３

％
増
）
、
「
一
部
改
築
工
事
」

３
２
７
億
円
（
同
５
・
９
％
増

）
、
「
改
装
・
改
修
工
事
」
７

１
５
１
億
円
（
同
13
・
３
％
減

）
、
「
維
持
・
修
理
工
事
」
１

５
６
９
億
円
（
同
21
・
６
％
減

）
。通

期
で
は
「
増
築
工
事
」
５

24年住宅での受注高3.3％減 リフォーム・リニューアル調査
５
４
億
円
（
前
年
比
７
・
９
％
増

）
、
「
一
部
改
築
工
事
」
１
４
４

４
億
円
（
同
10
・
１
％
減
）
、
「

改
装
・
改
修
工
事
」
３
兆
２
５
１

７
億
円
（
同
１
・
９
％
減
）
、
「

維
持
・
修
理
工
事
」
６
８
０
３
億

円
（
同
８
・
８
％
減
）
と
な
っ
た
。

住
宅
の
受
注
高
を
業
種
別
で
見

る
と
、
第
４
四
半
期
・
通
期
と
も

に
「
建
築
工
事
業
」
が
最
多
と
な

り
、
第
４
四
半
期
は
６
５
５
０
億

円
（
前
年
同
期
比
９
・
０
％
増
）
、

通
期
は
３
兆
９
３
６
１
億
円
（
前

年
比
16
・
４
％
増
）
と
な
っ

た
。
用
途
・
構
造
別
別
で
は
、

第
４
四
半
期
は
「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
系
構
造
の
共
同
住
宅
」

４
２
１
８
億
円
（
前
年
同
期

比
11
・
３
％
減
）
、
通
期
で

は
「
木
造
の
一
戸
建
住
宅
」

１
兆
９
１
３
９
億
円
（
前
年

比
６
・
７
％
減
）
が
最
も
多

か
っ
た
。

発
注
者
別
で
は
、
第
４
四

半
期
・
通
期
と
も
に
「
個
人

」
が
多
く
、
第
４
四
半
期
は

５
３
９
９
億
円
（
前
年
同
期

比
18
・
２
％
減
）
、
通
期
は

２
兆
６
４
２
７
億
円
（
前
年

比
４
・
６
％
減
）
と
な
っ
た
。

「
個
人
」
通
期
の
内
訳
は
、

「
改
装
・
改
修
工
事
」
（
１

兆
９
８
８
５
億
円
）
、
「
維

持
・
修
理
工
事
」
（
４
６
０

８
億
円
）
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。工

事
目
的
別
の
受
注
件
数

は
、
第
４
四
半
期
で
は
「
劣

化
や
壊
れ
た
部
位
の
更
新
・

修
繕
」
（
１
２
８
万
４
０
０

８
件
）
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
」
（
７
万
２
２
９
０
件

）
な
ど
が
多
か
っ
た
。
通
期

も
同
じ
く
「
劣
化
や
壊
れ
た

部
位
の
更
新
・
修
繕
」
（
５

２
７
万
３
７
２
９
件
）
、
「

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」
（
18

万
９
９
９
５
件
）
が
上
位
を

占
め
た
。

工
事
部
位
別
の
件
数
は
、

第
４
四
半
期
は
「
給
水
給
湯

設
備
」
（
43
万
５
９
１
５
件

）
、
「
内
装
」
（
28
万
８
５

０
８
件
）
の
順
に
多
か
っ
た
。

通
期
も
「
給
水
給
湯
設
備
」

（
１
８
２
万
５
８
１
５
件
）
、

「
内
装
」
（
１
２
０
万
６
１

８
９
件
）
の
順
と
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
の
住
宅
税

制
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
関
す
る

有
識
者
会
議
は
６
月
16
日

の
第
４
回
会
議
で
、
中
間

と
り
ま
と
め
の
案
を
ま
と

め
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

や
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
税
制

に
よ
る
住
宅
投
資
額
の
押

上
効
果
が
、
税
の
減
収
額

を
上
回
る
可
能
性
を
示
唆
。

ま
た
省
エ
ネ
住
宅
や
性
能

向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す

る
優
遇
措
置
も
、
政
策
目

的
に
対
し
て
一
定
の
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
と
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
よ

る
減
収
額
は
、
２
０
２
４

年
度
で
国
税
８
２
８
０
億

円
・
地
方
税
１
７
９
０
億

円
。
対
し
て
同
会
議
の
試

住宅ローン減税の効果は減収額以上
国交省有識者会議

0624

算
で
は
、
住
宅
投
資
額
の

押
上
効
果
が
約
０
・
９
兆

～
５
・
８
兆
円
、
経
済
波

及
効
果
は
約
１
・
７
兆
～

10
・
４
兆
円
に
上
る
と
さ

れ
「
一
定
の
負
担
軽
減
効

果
、
住
宅
購
入
な
ど
へ
の

影
響
が
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
イ
ン
プ
ッ
ト
（
減
収

）
と
同
等
以
上
の
住
宅
投

資
額
の
押
上
効
果
が
あ
る

」
と
し
た
。

ま
た
、
省
エ
ネ
住
宅
（

長
期
優
良
住
宅
な
ど
）
や

子
育
て
・
若
者
夫
婦
世
帯

へ
の
優
遇
措
置
も
「
政
策

目
的
に
対
し
一
定
の
効
果

が
発
現
し
て
い
る
」
と
ま

と
め
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
税
制

も
、
減
収
額
20
億
円
（
23

年
度
）
に
対
し
、
投
資
額

の
押
上
効
果
は
約
30
億
円

・
経
済
波
及
効
果
は
約
58

億
円
。
補
助
事
業
や
融
資

も
含
め
た
支
援
に
よ
っ
て

「
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

の
促
進
に
一
定
の
効
果
が

発
現
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
」
と
し
た
。

そ
の
他
、
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
や
空
き
家
の

譲
渡
所
得
３
０
０
０
万
円

特
別
控
除
も
、
一
定
の
効

果
を
認
め
た
。
今
後
は
住

生
活
基
本
計
画
の
見
直
し

も
踏
ま
え
、
整
合
性
の
あ

る
住
宅
税
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
同
会
議
で
の
議

論
を
、
来
年
度
の
税
制
改

正
要
望
に
も
反
映
さ
せ
て

い
く
考
え
。

国
土
交
通
省
が
６
月
27

日
発
表
し
た
長
期
優
良
住

宅
の
認
定
状
況
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
度
は
新
築
の

戸
建
て
住
宅
で
13
万
６
８

４
２
戸
、
共
同
住
宅
で
８

２
３
１
戸
、
合
計
14
万
５

０
７
３
戸
を
認
定
し
た
。

こ
の
う
ち
新
築
戸
建
て
は

５
年
連
続
で
過
去
最
高
を

更
新
し
て
い
る
。
新
設
住

宅
着
工
戸
数
に
対
す
る
認

定
戸
数
の
割
合
は
17
・
８

％
で
、
前
年
の
14
・
５
％

か
ら
３
・
３
㌽
増
加
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
２
０
０
９
年

か
ら
の
累
計
は
１
７
３
万

５
８
０
８
戸
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
新
築
戸

建
て
は
愛
知
県
が
１
万
６

３
９
４
戸
で
最
多
に
。
次

い
で
埼
玉
県
８
７
４
１
戸
、

長期優良住宅、累計173万戸に
新築戸建は5年連続過去最高 国交省

東
京
都
８
５
８
０
戸
、
神

奈
川
県
７
５
８
２
戸
、
大

阪
府
７
４
３
３
戸
の
順
と

な
っ
た
。
新
築
の
共
同
住

宅
で
は
大
阪
府
１
２
７
３

戸
、
愛
知
県
９
０
１
戸
、

東
京
都
８
５
３
戸
、
宮
城

県
５
３
５
戸
、
福
岡
県
５

０
４
戸
が
上
位
と
な
っ
た
。

増
築
・
改
築
は
、
戸
建

て
住
宅
が
96
戸
、
共
同
住

宅
が
５
戸
で
、
合
計
１
０

１
戸
。
２
０
０
９
年
か
ら

の
累
計
は
１
８
６
３
戸
と

な
っ
た
。
戸
建
て
住
宅
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
北
海

道
の
40
戸
。
次
い
で
新
潟

県
の
９
戸
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
10
月
１
日
か

ら
調
査
し
て
い
る
既
存
住

宅
は
、
戸
建
て
住
宅
が
86

戸
、
共
同
住
宅
が
２
戸
、

合
計
88
戸
で
、
前
年
度
か

ら
18
戸
増
加
。
累
計
は
１

８
４
戸
と
な
っ
た
。

長
期
優
良
住
宅
の
認
定

を
受
け
る
に
は
、
建
築
・

維
持
保
全
の
計
画
を
作
成

し
、
所
管
行
政
庁
に
申
請

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
認

定
要
件
と
し
て
、
①
長
期

に
使
用
す
る
た
め
の
構
造

・
設
備
を
有
し
て
い
る
こ

と
、
②
居
住
環
境
な
ど
へ

の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
こ

と
、
③
一
定
面
積
以
上
の

住
戸
面
積
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
④
維
持
保
全
の
期

間
・
方
法
を
定
め
て
い
る

こ
と
、
⑤
自
然
災
害
へ
の

配
慮
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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５
月
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
（
国
交
省
発
表
）
は

４
万
３
２
３
７
戸
（
前
年

同
月
比
34
・
４
％
減
）
で
、

４
月
の
同
約
26
％
減
に
続

き
２
カ
月
連
続
で
大
幅
減

と
な
っ
た
。
実
需
の
不
振

に
加
え
、
４
月
の
改
正
建

築
基
準
法
施
行
に
よ
る
建

築
確
認
の
遅
れ
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

新
設
住
宅
着
工
床
面
積
も

３
３
３
万
３
０
０
０
平
方

㍍
（
同
35
・
９
％
減
）
と

大
き
く
減
少
し
た
。

５
月
の
着
工
戸
数
は
持

ち
家
１
万
１
９
２
０
戸
（

同
30
・
９
％
減
）
、
貸
家

１
万
８
８
９
３
戸
（
同
30

３割超の大幅減 ５月の新設住宅着工

・
５
％
減
）
、
戸
建
て
分

譲
７
０
８
３
戸
（
同
29
・

９
％
減
）
と
軒
並
み
約
30

％
超
減
少
し
た
。
ま
た
、

い
ず
れ
も
２
カ
月
連
続
減

と
な
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

も
減
少
し
た
た
め
、
分
譲

全
体
で
も
１
万
１
９
２
４

戸
（
同
43
・
８
％
減
）
と

低
水
準
に
沈
ん
だ
。

４
月
の
着
工
は
、
持
ち

家
、
貸
家
、
戸
建
て
分
譲

は
同
22
～
27
％
の
減
少
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
減
少
幅

が
拡
大
し
た
。

要
因
の
一
つ
と
し
て
、

愛
誠
建
築
基
準
法
施
行
に

よ
る
建
築
確
認
の
遅
れ
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

・
ビ
ル
ダ
ー
か
ら
は
現
時

点
で
建
築
確
認
に
大
き
な

遅
れ
は
出
て
い
な
い
と
の

声
も
あ
る
が
、
中
小
工
務

店
か
ら
は
遅
れ
を
指
摘
す

る
声
が
あ
り
、
大
手
と
中

小
事
業
者
の
間
で
差
が
生

じ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

特
に
地
域
工
務
店
か
ら
は

「
審
査
期
間
は
前
年
ま
で

長
く
て
も
１
カ
月
程
度
だ

っ
た
が
、
今
は
物
件
に
よ

っ
て
は
２
カ
月
程
度
掛
か

っ
て
い
る
」
と
審
査
長
期

化
に
対
す
る
懸
念
が
出
て

い
る
。
ま
た
大
手
事
業
者

の
な
か
で
も
「
審
査
機
関

と
の
や
り
取
り
自
体
は
比

較
的
ス
ム
ー
ズ
だ
が
、
受

付
に
出
す
ま
で
の
事
務
手

続
き
や
書
類
が
増
え
、
建

築
確
認
に
出
す
ま
で
の
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
」
と

の
声
が
上
が
る
。
さ
ら
に

審
査
の
長
期
化
は
地
域
に

よ
っ
て
も
格
差
が
出
て
き

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
か
ら
も
「

確
認
申
請
に
苦
戦
す
る
顧

客
も
い
る
」
と
の
見
方
が

あ
り
、
図
面
手
配
に
影
響

が
及
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

床
面
積
の
減
少
も
際
立

つ
。
25
年
は
３
月
の
単
月

実
績
が
前
年
同
月
比
41
・

２
％
増
と
な
り
、
１
～
５

月
累
計
で
は
前
年
同
期
比
６

・
０
％
減
だ
が
４
、
５
月
の

落
ち
込
み
が
大
き
く
な
っ
た
。

着
工
減
と
１
戸
あ
た
り
の
減

築
傾
向
が
影
響
し
て
い
る
。

工
法
別
で
は
、
在
来
工
法
、

２×

４
工
法
が
大
幅
に
減
少
。

木
質
プ
レ
ハ
ブ
は
棟
数
が
少

な
い
な
が
ら
同
11
・
４
％
減

だ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
木

造
も
２
万
４
５
６
３
戸
（
同

31
・
２
％
減
）
だ
っ
た
が
、

木
造
率
は
56
・
８
％
（
前
月

比
４
・
０
㌽
増
）
と
な
っ
た
。

５
月
実
績
を
踏
ま
え
た
う

え
で
の
季
節
調
整
済
み
年
率

換
算
値
は
、
52
万
９
０
０
０

戸
（
前
月
比
15
・
６
％
減
）

と
な
っ
た
。

野
村
総
合
研
究
所

は
２
０
４
０
年
度
ま

で
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
、
お
よ
び
リ
フ

ォ
ー
ム
市
場
規
模
を

推
計
・
予
測
し
た
結

果
を
公
表
し
た
。
25

年
度
の
新
設
着
工
は

87
万
戸
（
工
事
原
価

高
騰
の
影
響
を
考
慮

し
た
場
合
は
85
万
戸

）
と
予
測
。
さ
ら
に

30
年
度
に
は
80
万
戸
、

40
年
度
に
は
24
年
度

比
で
約
25
％
減
の
61

万
戸
ま
で
減
少
す
る

と
し
た
。
特
に
、
都

市
部
で
は
住
宅
価
格

上
昇
の
影
響
で
持
ち

家
、
分
譲
住
宅
が
さ

ら
に
減
少
す
る
と
見

込
む
。

2040年度の着工を61万戸と予測
野村総研

40
年
度
の
予
測
を

利
用
関
係
別
に
見
る

と
、
持
ち
家
は
14
万

戸
（
24
年
度
22
万
戸

）
、
分
譲
住
宅
が
18

万
戸
（
同
23
万
戸
）
、

給
与
住
宅
を
含
む
貸

家
は
29
万
戸
（
同
36

万
戸
）
。
い
ず
れ
も

漸
減
を
見
通
す
。

さ
ら
に
、
東
京
都

・
神
奈
川
県
・
埼
玉

県
・
千
葉
県
及
び
大

阪
府
に
限
定
す
る
と
、

40
年
度
に
は
持
ち
家

４
万
戸
（
同
６
万
戸

）
、
分
譲
住
宅
10
万

戸
（
同
13
万
戸
）
、

貸
家
18
万
戸
（
同
17

万
戸
）
に
な
る
と
予

測
。
世
帯
数
に
対
し

着
工
は
減
少
す
る
一

方
、
貸
家
は
高
い
水

準
で
推
移
す
る
と
見

込
む
。
同
研
究
所
は

都
市
部
に
お
い
て
「

貸
家
が
住
宅
着
工
の

主
流
に
な
っ
て
い
く

」
と
の
見
解
を
示
し

た
。広

義
の
リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
は
今
後
も
僅

か
だ
が
成
長
が
続
き
、

23
年
の
約
８
・
３
兆

円
か
ら
40
年
に
は
９

・
２
兆
円
に
達
す
る

と
見
通
し
た
。
狭
義

の
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

（
増
改
築
お
よ
び
設

備
な
ど
の
修
繕
維
持

費
の
み
）
は
約
１
・

３
兆
円
小
さ
い
７
・

９
兆
円
と
予
測
し
た
。

名
古
屋
地
区
内
で

は
夏
場
を
迎
え
て
も

国
産
材
原
木
価
格
が

保
合
の
ま
ま
推
移
し

て
い
る
が
、
国
産
材

製
品
価
格
は
需
要
停

滞
な
ど
を
理
由
に
コ

ス
ト
高
を
転
嫁
で
き

て
い
な
い
。
外
材
は

欧
州
材
集
成
材
製
品

の
値
上
が
り
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
国
産

材
針
葉
樹
合
板
は
流

通
量
が
少
な
い
。

夏
場
を
迎
え
て
も
、

集
荷
減
少
や
生
産
コ

ス
ト
上
昇
を
理
由
に

原
木
価
格
は
下
が
ら

な
い
。
梅
雨
入
り
以

降
は
原
木
の
手
当
て

を
控
え
る
動
き
が
出

る
と
予
想
さ
れ
る
た

め
、
今
後
集
荷
が
減

少
し
て
も
需
給
均
衡

国産材原木価格は保合続く
欧州材製品他には先高観 名古屋地区

は
続
く
見
通
し
だ
。

国
産
材
製
品
は
、

流
通
量
が
多
く
な
い

こ
と
か
ら
価
格
は
保

合
傾
向
。
桧
並
材
を

挽
く
製
材
工
場
は
、

コ
ス
ト
高
を
理
由
に

「
出
荷
価
格
の
引
き

下
げ
に
は
応
じ
ら
れ

な
い
」
と
話
す
。
桧

小
径
木
に
は
不
足
感

が
あ
る
も
の
の
、
日

々
の
商
い
に
は
影
響

は
な
い
。
製
材
工
場

や
流
通
関
係
者
は
製

品
価
格
を
上
げ
た
い

が
、
実
需
の
低
迷
で

実
現
し
て
い
な
い
。

欧
州
材
製
品
の
Ｗ

ウ
ッ
ド
間
柱
は
、
建

築
基
準
法
改
正
に
よ

る
納
材
遅
れ
や
長
引

く
実
需
の
弱
さ
か
ら

荷
動
き
が
鈍
く
、
値

上
げ
は
困
難
な
情
勢

だ
。
集
成
管
柱
は
、

メ
ー
カ
ー
主
導
で
値

上
が
り
す
る
見
通
し

で
、
Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成

管
柱
も
仕
入
れ
価
格

が
上
が
る
た
め
数
千

円
（
立
方
㍍
）
程
度

の
値
上
が
り
が
見
込

ま
れ
る
。

米
材
輸
入
製
品
は

流
通
在
庫
の
減
少
で

Ｋ
Ｄ
根
太
、
タ
ル
キ

が
強
含
み
だ
が
、
全

体
的
に
は
需
要
不
足

で
価
格
は
保
合
だ
。

国
産
針
葉
樹
構
造

用
合
板
は
、
原
木
価

格
上
昇
で
コ
ス
ト
高

の
傾
向
。
強
含
み
傾

向
に
は
あ
る
が
、
川

下
の
手
当
て
が
慎
重

な
た
め
値
上
げ
基
調

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

「
子
育
て
グ
リ
ー
ン
住
宅

支
援
事
業
」
の
補
助
金
申
請

は
、
第
１
期
、
第
２
期
の
申

請
期
間
が
終
了
し
た
。
Ｇ
Ｘ

志
向
型
住
宅
は
合
計
予
算
枠

３
０
０
億
円
に
対
し
約
１
２

２
億
円
。
い
ず
れ
も
期
間
上

限
額
に
は
満
た
な
か
っ
た
。

申
請
開
始
時
期
が
５
月
に
な

っ
た
こ
と
や
、
住
宅
需
要
低

迷
、
法
改
正
に
よ
る
建
築
確

認
の
長
期
化
等
の
影
響
が
推

察
さ
れ
る
。

同
事
業
は
申
請
期
間
を
３

期
に
分
け
て
補
助
金
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。
新
築
を

対
象
と
し
た
受
付
期
間
は
第

１
期
５
月
14
～
31
日
、
第
２

期
６
月
１
～
30
日
。
上
限
額

は
Ｇ
Ｘ
志
向
型
住
宅
が
各
期

１
５
０
億
円
の
合
計
３
０
０

億
円
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
・
長
期

優
良
住
宅
が
同
３
０
０
億
円

の
合
計
６
０
０
億
円
に
設
定

６月までの申請ペース伸び悩む
GX志向型は上限の約６割 子育てグリーン住宅支援事業

し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
５
、
６
月
の

申
請
戸
数
は
、
Ｇ
Ｘ
志
向
型

住
宅
は
累
計
１
万
１
２
７
０

戸
（
交
付
申
請
額
１
８
０
億

３
２
０
０
万
円
）
で
、
予
算

枠
の
約
６
割
と
い
う
状
況
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
及
び
長
期
優
良

住
宅
は
累
計
１
万
８
５
０
３

戸
（
同
１
２
２
億
１
４
０
万

円
）
で
、
予
算
枠
の
約
２
割

の
申
請
に
と
ど
ま
っ
た
。

４
月
以
降
の
住
宅
市
場
は
、

需
要
縮
小
に
加
え
、
改
正
法

施
行
前
の
３
月
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
減
、
確
認
申
請

の
混
乱
な
ど
の
影
響
が
出
て

い
た
が
、
こ
れ
が
補
助
金
申

請
に
も
影
響
し
た
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
住
宅
取
得
希

望
者
の
検
討
期
間
の
長
期
化

に
よ
り
、
５
～
６
月
の
申
請

期
間
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
同
事
業
は

３
月
末
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム

で
の
受
付
が
始
ま
っ
た
が
、

新
築
の
受
付
は
５
月
に
延

期
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
と

い
え
そ
う
だ
。

現
在
、
第
３
期
（
７
月

１
日
～
12
月
31
日
）
の
申

請
受
付
中
だ
が
、
申
請
額

比
率
は
Ｇ
Ｘ
志
向
型
住
宅

が
第
３
期
上
限
額
２
０
０

億
円
の
49
％
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水

準
・
長
期
優
良
住
宅
が
同

１
０
０
０
億
円
の
９
％
と

な
っ
て
い
る
（
戸
数
、
金

額
、
比
率
は
10
日
時
点
）
。
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